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この報告書は、研究助成金によるご支援を受け、第 2 回経済複雑性に関する年次会議への参加を通じて達成された

主要な成果と進展を要約するものです。この機会は、私の研究の理論的・実践的な基盤を強化し、専門的なネット

ワークを大幅に拡大する上で決定的な役割を果たしました。 

会議に先立つサマースクールでは、著名なイダルゴ教授による、経済複雑性の理論と複雑な数学的基礎に関する終

日の集中講義を受けました。中核理論と数学の習得: 理論の提唱者であるイダルゴ教授から、経済複雑性の基本的な

概念に加え、その複雑な数学的公式を段階的に直接指導いただきました。この直接的な学習経験は、応用研究を行

う上で不可欠な、中核となる理論的・数学的基礎を確立しました。知識の拡大: 世界中の参加者との質疑応答や、理

論の他分野への応用に関する説明を通じて、研究の視点と知識ベースが著しく広がりました。この助成金によって

得られた基礎知識は、現在進行中の研究において経済複雑性の枠組みを構築し、応用するための極めて重要な土台

となります。 

助成金により、概念の重要性と応用に焦点を当てた主要な会議に積極的に参加し、研究を発展させることができま

した。研究発表と議論の活性化: 会議 2 日目の午前に発表を行い、重要材料のサプライネットワークリスク分析に経

済複雑性の原理を活用することに焦点を当てた活発な議論を導きました。具体的なフィードバック: 参加者からは、

経済複雑性理論に基づいた指標の構築方法や、鉱物・鉱業の産業特性分析に関する貴重な提案をいただきました。

これにより、研究の実践的な応用力が強化されました。比較からの洞察: 指標構築に経済複雑性を応用しているカザ

フスタンの研究者の発表に続けて聴講することで、私の研究アプローチにとって重要な洞察と妥当性の確認が得ら

れました。これらのフィードバックと洞察は、サプライネットワークリスク指標の構築という私の研究課題を直接

的に強化しました。 

会議の参加は、強固なプロフェッショナルネットワークを構築する上で不可欠でした。提唱者との直接交流: 助成金

により、理論の提唱者であるイダルゴ教授と直接交流する機会を得て、出版物からは得られない具体的な洞察と説

明を受けました。グローバルな研究協力: この理論を実践的に応用している世界中の研究者と交流し、特に発表後の

議論や、他の研究者（カザフスタンの研究者を含む）との将来的な共同研究への働きかけを通じて、協働の機会が

生まれつつあります。この助成金は、経済複雑性の先駆者や実践者と繋がり、強固で実践的な研究開発に不可欠な

専門的ネットワークを構築する上で、決定的な役割を果たしました。 

本報告書は、Google Gemini AI の協力を得て翻訳されました。 

 


